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 施設名 総合評価結果 方 針 

4 
旭森地区 

公民館 

存 続 

（長寿命化） 

面積当たりの利用者数、稼働率、使用料収入などの課題があるものの、建物評価

は大きな課題がなく、主要な施設の稼働率は一定の高さがあることから、今後、

課題の対応策を検討し、本市が目標とする耐用年数を目指した長寿命化対策を進

めます。なお、バリアフリー未整備箇所の対応も実施します。 

5 
河瀬地区 

公民館 

存 続 

（長寿命化） 

液状化リスク、面積当たりの利用者数、使用料収入、稼働率、最寄りの公共交通

までの距離、面積当たりの運営費、面積当たりの維持管理費などの課題があるも

のの、建物評価に大きな課題はなく、主要な施設の稼働率は一定の高さがありま

す。また、河瀬地区公民館は既に河瀬出張所と複合化しており、コストや維持管

理・運営等に優位に働くことが考えられるため、今後、課題の対応策を検討し、

本市が目標とする耐用年数を目指した長寿命化対策を進めます。 

6 中地区公民館 
存 続 

（長寿命化） 

洪水リスク、劣化状況評価、最寄りの公共交通までの距離、面積当たりの運営費、

面積当たりの維持管理費などの課題があるものの、対象施設において最も稼働率

（平均値）が高いことから、今後、課題の対応策を検討し、本市が目標とする耐

用年数を目指した長寿命化対策を進めます。 

7 
鳥居本地区 

公民館 

存 続 

（長寿命化） 

面積当たりの利用者数、稼働率、面積当たりの維持管理費、使用料収入などの課

題があるものの、建物評価に大きな課題はなく、主要な施設の稼働率は一定の高

さがあります。また、鳥居本地区公民館は既に鳥居本出張所と複合化しており、

コストや維持管理・運営等に優位に働くことが考えられるため、今後、課題の対

応策を検討し、本市が目標とする耐用年数を目指した長寿命化対策を進めます。 

8 南地区公民館 
存 続 

（長寿命化） 

液状化リスク、稼働率、最寄りの公共交通までの距離、面積当たりの維持管理費

などの課題があるものの、主要な施設の稼働率は一定の高さがあることから、今

後、課題の対応策を検討し、本市が目標とする耐用年数を目指した長寿命化対策

を進めます。 

9 

男女共同 

参画センター 

（ウィズ） 

今後の適切な

あり方を検討 

液状化リスク、劣化状況評価、面積当たりの利用者数、稼働率、面積当たりの維

持管理費などの課題があるものの、主要な施設の稼働率は一定の高さがあること

から、今後、課題の対応策を検討します。なお、軽運動室におけるアスベスト等

の問題点があることから、市の政策的状況等を踏まえ、今後の適切なあり方を検

討します。 

10 

農村環境 

改善センター 

（グリーン  

ピアひこね） 

存 続 

（長寿命化） 

洪水リスク、液状化リスクなどの課題があるものの、主要な施設の稼働率は一定

の高さがあることから、今後、課題の対応策を検討し、本市が目標とする耐用年

数を目指した長寿命化対策を進めます。 

 

・劣化診断調査等を踏まえ、計画

期間中の長寿命化に関する対
策内容および実施時期を定め
ます。 

・劣化度合いが D評価（早急に対
応する必要がある劣化）につい
ては、平成 33 年度までに修繕
する計画とします。 

・計画期間中の対象施設に係る
コストは約 3.9億円で、平成 33
年度に係る費用が最も多く、約
1.4 億円となります。平均する
と、1 年あたり約 39,066 千円
となります。 

４ 

全国的に高度経済成長期に集中して整備した公共施設等（公共施設およびインフラ資産）の老朽化が進む
一方、少子高齢化や人口減少等の社会情勢の変化に伴い、公共施設の利用ニーズの変化が予想されます。さら
には、税収の減少や社会保障関連経費等の増加が見込まれることから、財政状況はますます厳しいものにな
ることが予想されます。そのため、本市においても、今後も必要な市民サービスを提供していくため、平成 28
年 3 月に「彦根市公共施設等総合管理計画」を策定しました。同計画によると、本市の保有する集会施設の
うち、この 10年以内に大規模改修が必要とされる施設が 10施設中 9施設という状況にあります。そのため、
これらの施設を今後も安全・安心な状態で使用していくためには、計画的な維持管理や修繕を行う必要があ
ります。このような状況を踏まえ、集会施設に係る今後の管理、運営のあり方を検討し、より効率的に活用し
ていくための方針を示すため、「彦根市集会施設適正管理計画」を策定するものです。 

本計画の計画期間は平成 30年度から平成 39年度までの 10年とします。 

本計画の対象施設は、以下に示す 10施設となります。建築年は最も古い施設で昭和 56年、最も新しい施設
で平成 9年となります。 
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視 点 評価項目 評価指標 考え方 

建物に 

関する 

評価 

安 

全 

性 

耐震補強 耐震補強の状況（実施済・未実施・不要）を評価する。 

洪水リスク 
滋賀県防災情報マップにおける水害リスクマップに基づく洪水危険性の程度を

評価する。 

液状化リスク 
滋賀県防災情報マップにおける液状化危険度分布マップに基づく液状化危険性

の程度を評価する。 

老 

朽 

化 

老朽化度 経過年数/目標耐用年数を評価する。 

劣化状況評価 
文部科学省の「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」に附属するエクセル

ソフトに基づく劣化状況評価の健全度の点数を評価する。 

今後の修繕費 
劣化診断調査に基づく今後 28 年間（平成 30年度から平成 57年度）の修繕費の

累積値に関して、単年度平均にした値を評価する。 

維持 

管理 

・ 

運営に

関する 

評価 

利 

用 

度 

中学校区の 

人口増減率 

施設が位置する中学校区の人口増減率（平成 24 年度から平成 28 年度）を評価

する。 

面積当たりの 

利用者数 

平成 24 年度から平成 28 年度までの 5 か年平均の利用者数を延床面積で除算し

た値を評価する。 

使用料収入 平成 26年度から平成 28年度までの 3か年平均の使用料を評価する。 

稼働率 
平成 28年度の各諸室平均の稼働率(利用件数÷(開館日数×利用時間区分))を評

価する。 

最寄りの公共 

交通までの距離 

最寄りの公共交通（駅・バス停・乗合タクシー待合所）までの距離およびその交

通手段を点数化し、評価する。 

コ 

ス 

ト 

面積当たりの 

運営費 

平成 26 年度から平成 28 年度までの 3 か年平均の運営費（人件費等）を延床面

積で除算した値を評価する。 

面積当たりの 

維持管理費 

平成 26 年度から平成 28 年度までの 3 か年平均の維持管理費（施設の修繕料、

光熱水費等）を延床面積で除算した値を評価する。 

 

 
用語 考え方 

存 続 
（長寿命化） 

既存の施設およ
び機能を予防保
全しながら長く
使用すること 

機能変更 

ニーズに合わな
い機能をニーズ
のある別の機能
に変更すること 

民間移譲 施設を民間に引
き渡すこと 

廃 止 
施設および機能
の使用を取りや
めること 

統 合 
複数の機能を1つ
の施設に集める
こと 

機能分担 

他公共施設や民
間施設の類似機
能を活用するこ
と 

 

 
 施設名 総合評価結果 方 針 

1 
稲枝地区 
公民館 

存 続 
（長寿命化） 

液状化リスク、今後の修繕費、面積当たりの利用者数、使用料収入、稼働率など
の課題はあるものの、主要な施設の稼働率は一定の高さがあることから、今後、
課題の対応策を検討し、本市が目標とする耐用年数を目指した長寿命化対策を進
めます。なお、バリアフリー未整備箇所の対応も実施します。 

2 西地区公民館 
存 続 

（長寿命化） 

面積当たりの利用者数、使用料収入、面積当たりの運営費、夜間利用などの課題
があるものの、主要な施設の稼働率は一定の高さがあることから、今後、課題の
対応策を検討し、本市が目標とする耐用年数を目指した長寿命化対策を進めま
す。なお、バリアフリー未整備箇所の対応も実施します。 

3 東地区公民館 
存 続 

（長寿命化） 

洪水リスク、稼働率、面積当たりの運営費、面積当たりの維持管理費などの課題
があるものの、建物劣化評価に大きな問題がなく、主要な施設の稼働率は一定の
高さがあることから、今後、課題の対応策を検討し、本市が目標とする耐用年数
を目指した長寿命化対策を進めます。なお、バリアフリー未整備箇所の対応も実
施します。 

 

定量的評価および定性的評価を踏まえ、対象施設に対し、総合的な評価を行います。 

 

定量的評価では、以下に示す定量的な評価項目から、「建物に関する評価」と「維持管理・運営に関する評価」
の 2軸マトリクスを作成し、「存続」・「機能変更」・「民間移譲」・「廃止」・「統合」・「機能分担」等を仮決めします。 

（１）定量的評価 

２ ３ 

 

定性的評価では、「地域における施設の特性」「対象施設との関連計画」「複合化状況」「主な周辺公共施設
の状況」「施設の機能性（バリアフリー対応状況・避難所等指定）」の 5 項目の定性的な評価項目にて評価し
ます。 

 

（２）定性的評価 

対象施設の方針設定を行う上で、まずは適正管理計画策定の視点を整理するため、上位計画となる「彦根市
公共施設等総合管理計画」の内容を整理します。 


